
－１－ 

 

 

 

令和７年度 

 

全国学力・学習状況調査の結果概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神戸町教育委員会 
 



－２－ 

 

令和７年度 全国学力・学習状況調査の結果概要 

 

神戸町教育委員会 

１ 調査の概要 

(1) 調査の目的 

・義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力

や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図ると

ともに、学校における 児童生徒への学習指導の充実や学習状況の改善等に役立

てる。さらに、そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイク

ルを確立する。 

・国から提供される調査結果を活用して、神戸町の児童生徒の学力や学習状況を把

握し、教育指導の充実や学習状況の改善等に役立て、教育に関する継続的な検証

改善サイクルを確立する。 

 

(2) 調査の対象学年 

 ・ 小学校第６学年、中学校第３学年 

 

(3) 調査の内容 

 ① 教科に関する調査（国語、算数・数学、理科） 

    

 ② 生活習慣や学校環境に関する質問紙調査 

  ・ 児童生徒に対する質問紙調査（学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側

面等）          

  ・ 学校に対する質問紙調査（指導方法に関する取組、人的･物的な教育条件の

整備状況等）  

※生徒質問調査および中学校理科の調査については、オンライン方式にて実施 

 

(4) 調査日 

 令和７年４月１７日（木） 

 

(5) 神戸町における調査を実施した児童生徒数（人） ※ 当日実施児童生徒数のみ 

 神戸町 岐阜県（公立） 全国（公立） 

小

学

校 

国語 １２８ １５，３８９ ９３６，１３７ 

算数 １２８ １５，３９７ ９３６，３９９ 

理科 １２８ １５，３８８ ９３６，５７６ 

質問紙 １２８   

中

学

校 

国語 １４１ １５，６３７ ８７０，５６０ 

数学 １４１ １５，６３５ ８７１，０９７ 

理科 １４１ １５，２４１ ８６４，６３４ 

質問紙 １４１   
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２ 調査結果の概要 

(1) 国語、算数･数学、理科の学力の状況について 

 ① 小学校 

  ・国語では、「思考力、判断力、表現力等」の「書くこと」では、全国や県よ

り高い平均正答率である。また、「読むこと」では、県よりは高い平均正答

率である。一方、「知識及び技能」や「思考力、判断力、表現力」の「話す

こと・聞くこと」に課題が見られる。 

・算数では、「数と計算」や「図形」や「データの活用」では、全国や県と同

等の平均正答率である。一方、「測定」や「変化と関係」に課題が見られ

る。 

・全体的な平均正答率は、国語、算数ともに県に並んできた。平均正答率の分

布においても、国語、算数ともに、全国や県と同様の傾向にある。 

・理科では、前回（Ｒ４）は、どの領域においても全国や県より低い結果だっ

たが、今回は、どの領域においても、全国や県より高い平均正答率である。 

  

   

 ② 中学校 

・国語、数学ともに、全体的に県や全国よりやや低い平均正答率である。 

・数学では、問題形式による平均正答率において、選択式が全国や県より高い

平均正答率である。一方、短答式や記述式にやや課題が見られる。 

・平均正答率の分布は、国語、数学ともに全国や県と同様の傾向にある。 

・理科では、前回（Ｒ４）と変わらず、どの領域においても全国や県と同等の

平均正答率である。「知識及び理解」の元素記号、電気回路、スケッチ、化

学変化の分解、気圧、「思考力、判断力、表現力」では、身近な生活との関

連などに着目し、表現することや総合的に分析して解釈することにおいて、

全国や県より高い平均正答率である。 

 

 (2) 国語、算数･数学、理科への関心･意欲等について 

  ・小学校国語では、「好き」「大切な教科」「授業が分かる」と答える児童の

割合が、全国や県と比較すると低い。中学校においても、「好き」「授業が

分かる」と答える生徒の割合は、全国や県よりやや低い。 

  ・小学校算数では、「好き」「大切な教科」「授業が分かる」と答える児童の

割合が、全国や県と比較すると高い、あるいは同等である。中学校において

は「好き」「大切な教科」「授業が分かる」と答える生徒の割合は、全国や

県よりやや低い。 

  ・小学校理科では、「得意」「好き」「よく分かる」と答える児童の割合は、

全国や県に比べて低い。中学校においても、全国や県よりやや低い。平均正

答率は上がっているが、普段の生活の中の事象を活かした授業を工夫してい

く必要がある。 
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(3) 生活習慣について 

  ・小学校において「朝食を毎日食べている」と回答する児童生徒の割合が、全国

や県よりもやや低いが、中学校においては、やや高い。 

 ・小学校において、毎日、同じくらいの時刻に起きたり、寝たりする児童の割合

が全国や県よりもやや低いが、中学校においては、やや高い。 

・次のグラフは、今回の中学校の調査における｢朝食を毎日食べていますか｣と学

力調査の国語、数学の正答率の関係（図１）である。また、「毎日同じ時刻に寝

ていますか」と学力調査の正答率（図２）の関係である。規則正しく、望まし

い生活習慣が学力向上には欠かせない。 

 

  

（図１） 

  

（図２） 

 ・次のグラフ（図３）は、｢新聞を読んでいますか｣と学力調査の正答率の関係であ

る。新聞を読む習慣は国語だけでなく、算数・数学の学力にもつながる。 
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(4)  家庭学習の実施状況について 

 ・「平日、学校の学習時間以外に１日どれくらいの時間勉強をするか」では、「３

時間以上」取り組んでいる児童生徒の割合は、全国や県より高く、「３０分より

少ない」「全くしない」児童生徒の割合は、全国や県より低い。 

 ・「休日、１日にどれくらいの時間勉強をするか」では、小学校では、「１時間よ

り少ない」児童の割合が最も多いが、全国や県よりは低い。中学校では、１／４

の生徒が「１時間より少ない」と回答し、全国や県より多い。 

 

(5)  地域や社会との関わりについて 

 ・「地域の大人に授業や放課後などで勉強やスポーツ、体験活動に関わってもらっ

たり、一緒に遊んでもらったりすることがある（習い事は除く）」と答えた児童

の割合は全国や県と同等であるが、中学校では、全国や県に比べてやや高い。 

・「地域や社会をよくするために何かしてみたい」と感じている児童は、全国や県

と同等である。中学校では、県よりは低いが全国と同等である。 

 

(6)  自尊感情や自己肯定感について 

 ・小学校、中学校ともに、将来の夢や目標をもっている児童生徒の割合は全国や県

と比べて低い傾向にある。キャリア教育の一層の充実を目指す必要がある。 

 ・「自分にはよいところがある」と自分のよさを自覚している児童生徒の割合は、

全国や県と同等である。また、「先生は、あなたのよいところを認めてくれてい

ると思う」と感じている児童生徒の割合も、全国や県と同等である。 

  

(7)  規範意識や道徳性の醸成について 

・「人が困っているときは、進んで助けている」「人の役に立つ人間になりたい」

と感じている児童生徒の割合は、全国や県と比べて高い。 

・「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う」児童生徒の割合も全

国や県と比べて高い。 

・「困りごとや不安があるとき、先生や学校にいる大人にいつでも相談できる」と

感じている児童生徒の割合は、全国や県より高い。 
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(8)  学校における授業改善で大切にしたい取組について 

・「５年生までに学習の中で PC・タブレットなどの ICT 機器を活用したか」につ

いて「あてはまる」と回答した児童は、全国や県より少なく、「ICT 機器を使っ

て楽しみながら学習を進めることができる」「自分の考えや意見を分かりやすく

伝えることができる」「友達と考えを共有したり比べたりしやすくなる」「協力

しながら学習を進めることができる」「ICT 機器を使って文章を作成できるか」

についても、小学校では全国や県と比べてやや低い。中学校では、使用頻度は高

い。また小学校では、「分からないことがあった時に、すぐに調べることができ

る」という児童の割合は、全国や県よりも高い。 

・「友達や周りの人の考えを大切にして、お互いに協力しながら課題解決に取り組

んでいる」という児童生徒は、全国や県より多い。 

・小学校では「学習した内容について、次の学習につなげることができる」「学ん

だことを次の学習や実生活につなげて考えたり生かしたりすることができる」

と感じている児童の割合は、全国や県より低い。中学校においては、「学級の生

徒と話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考え方に気付いたり

することができる」と感じている生徒の割合は、全国や県より高い。 

・「間違えたところや理解していないところについて分かるまで教えてくれてい

る」と感じている児童生徒の割合は、全国や県より低い。 

周りの仲間の考えを大切にして、協働的な学びが進められている。今後、ICT 機器

をより有効に活用できるように授業改善を図る必要がある。 

 

※その他、具体的な方策については、各学校において説明がされます。 


